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本
年
４
月
よ
り
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
浅
学
な
私
に
は
重
い
役
目

で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
ぶ
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
日
本
は
国
防
の
在
り
方

に
つ
い
て
揺
れ
て
い
ま
す
。
自

衛
隊
が
で
き
て
60
年
以
上
に
な

り
ま
す
が
、
国
防
に
関
し
て
は

国
と
し
て
自
立
で
き
て
い
る
と

は
言
え
な
い
の
が
実
際
の
と
こ

ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
良

識
あ
る
他
国
と
の
外
交
に
よ
り

協
調
的
に
護
る
こ
と
も
大
切
で

す
し
、
北
朝
鮮
の
よ
う
に
良
識

の
な
い
国
や
テ
ロ
組
織
、
Ｉ
Ｓ
、

更
に
は
日
進
月
歩
の
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
た
攻
撃
、
自
然
災
害
等
を

含
め
た
あ
ら
ゆ
る
脅
威
か
ら
国

民
の
安
全
安
心
を
守
る
べ
き
力

を
国
の
独
力
と
し
て
備
え
る
こ

と
も
必
須
の
時
代
で
す
。

　

し
か
し
、
国
防
強
化
の
方
針

が
打
ち
出
さ
れ
ま
す
と
、
そ

れ
を
直
ぐ
に
軍
国
主
義
に

結
び
つ
け
る
極
端
な
思
考

を
す
る
人
も
多
く
い
ま
す
。

戦
争
が
幸
せ
に
通
じ
る
こ

と
な
ど
有
り
得
な
い
こ
と

を
私
た
ち
は
歴
史
か
ら
学

ん
で
お
り
、
誰
し
も
武
器

を
使
用
し
な
い
解
決
を
望

ん
で
い
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
時
の
原
発
同
様
、
不
測

の
事
態
が
起
こ
れ
ば
法
的
な
整

備
も
含
め
備
え
が
無
か
っ
た
こ

と
を
責
め
ら
れ
る
の
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
を
客

観
的
に
見
た
時
、
今
後
自
衛
隊

の
任
務
は
よ
り
重
要
性
を
増
す

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
各
部
隊
の
あ
る
地
域
に
お

い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
住
民

の
皆
さ
ん
に
対
し
自
衛
隊
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

出
雲
駐
屯
地
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
等
を
通
し
積
極
的
に
地
域

住
民
と
の
交
流
の
機
会
を
持
た

れ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
職
務
の
性
質

上
、
隊
員
の
モ
ラ
ル
向
上
に
一

層
の
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
、

全
国
に
誇
れ
る
駐
屯
地
と
し
て

発
展
さ
れ
ん
こ
と
を
切
に
願
い

ま
す
。

出身地　　福岡県（昭和41年３月生まれ）
昭和56年４月入隊（少年工科学校）
主要部隊歴
　第３戦車大隊（今津）
　戦車教導隊（幹部任官）（富士）
　第10戦車大隊（小隊長）（今津）
　第10師団司令部（運用訓練幹部）（守山）
　第10戦車大隊（中隊長）（今津）
　富士学校（機甲科部訓練教官）（富士）
　富士学校（幹部特修課程）（富士）
　第３戦車大隊（大隊本部幕僚）（今津）　
　富士学校（機甲科部企画係長）（富士）　
　第３師団司令部（情報班長）（千僧）
　中部方面総監部（人事見積幹部）（伊丹）
　中部方面総監部（予備自衛官班長）（伊丹）

第
26
代
第
13
偵
察
隊
長
兼
第
33
代
出
雲
駐
屯
地
司
令

　

８
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

中
部
方
面
総
監
部
か
ら
安
河
内
一
彦
２

等
陸
佐
が
新
た
に
第
26
代
第
13
偵
察
隊

長
兼
ね
て
第
33
代
出
雲
駐
屯
地
司
令
と

し
て
着
任
し
た
。

　

安
河
内
２
佐
は
偵
察
隊
長
着
任
の
訓

示
に
お
い
て
、
力
強
く
「
ベ
ス
ト
を
尽

く
せ
」
を
隊
員
へ
の
要
望
事
項
と
し
て

述
べ
た
。

　

駐
屯
地
司
令
と
し
て
は
、
郷
土
部
隊

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
郷
土
に
根

ざ
す
駐
屯
地
」
を
要
望
事
項
と
し
て
掲

げ
た
。

着 任
安河内一彦２等陸佐

学
校
法
人
永
島
学
園 

出
雲
西
高
等
学
校
校
長　

永
島
弘
明

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
思
う
事
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９
月
３
日
、
第
13
旅
団
隷
下
部
隊

で
あ
る
、
第
13
偵
察
隊
（
隊
長　

安

河
内
２
佐
）、
第
13
後
方
支
援
隊
第

２
整
備
中
隊
偵
察
直
接
支
援
小
隊

（
小
隊
長　

中
村
２
尉
）
は
旅
団
長

西
陸
将
補
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。

　

隊
長
、
小
隊
長
と
と
も
に
駐
屯
地

各
部
隊
長
が
出
迎
え
る
中
、
定
刻
の

10
時
30
分
に
駐
屯
地
に
到
着
さ
れ
、

本
部
隊
舎
前
に
て
儀
仗
隊
（
儀
仗
隊

長　

偵
察
隊
迫
２
尉
）
の
栄
誉
礼
を

受
け
巡
閲
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
幹
部
挨
拶
、
偵
察
隊

長
か
ら
の
状
況
報
告
の
後
、
隊
内
巡

視
を
実
施
さ
れ
、
部
隊
及
び
駐
屯
地

の
現
況
を
把
握
さ
れ
た
。

　

偵
察
隊
等
幹
部
と
の
会
食
後
、
駐

屯
地
体
育
館
に
て
隷
下
部
隊
が
整
列

す
る
中
、
訓
示
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

旅
団
長
は
約
３
時
間
の
初
度
視
察

を
終
え
、
各
部
隊
長
の
見
送
り
の
中
、

出
雲
駐
屯
地
を
後
に
さ
れ
た
。

　

８
月
の
定
期
異
動
に
よ
り
、
第
32

代
出
雲
駐
屯
地
司
令
伊
達
２
佐
は
、

陸
幕
防
衛
部
防
衛
課
（
市
ヶ
谷
）
へ

転
出
さ
れ
た
。

　

平
成
26
年
８
月
着
任
以
来
、
第
13

偵
察
隊
長
兼
ね
て
出
雲
駐
屯
地
司
令

と
し
て
、
誠
実
か
つ
積
極
的
に
職
務

を
遂
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
及

び
部
外
協
力
団
体
と
の
関
係
強
化
に

努
め
ら
れ
、
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係

の
醸
成
を
図
る
等
、
駐
屯
地
の
運
営

に
多
大
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
幕
で
の
ご
活
躍
を
出
雲
の
地
か

ら
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
25
日
〜
26
日
、
出
雲
駐
屯
地
（
司
令

　

伊
達
２
佐
当
時
）
は
、
１
泊
２
日
で
夏
休

み
ち
び
っ
子
大
会
（
キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
２
０
１
５　

ｉ
ｎ　

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
を
実

施
し
た
。
出
雲
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
参

加
者
を
募
り
、
女
子
７
名
を
含
む
22
名
の
ち

び
っ
子
が
参
加
し
、
駐
屯
地
に
歓
声
が
こ
だ

ま
し
た
。

　

午
前
９
時
ま
で
に
受
付
を
終
え
た
ち
び
っ

子
達
は
、
駐
屯
地
広
報
室
長
か
ら
２
日
間
の

説
明
を
受
け
、
第
13
偵
察
隊
及
び
第
304
施
設

隊
の
隊
員
か
ら
な
る
指
導
部
の
下
、
グ
ル
ー

プ
分
け
さ
れ
、
す
ぐ
に
他
校
の
ち
び
っ
子
た

ち
と
打
ち
解
け
あ
っ
て
仲
良
く
な
っ
て
い
た
。

　

早
速
、
飯
盒
炊
飯
で
自
分
達
が
食
べ
る
ご

飯
を
炊
き
上
げ
、
昼
食
を
と
っ
た
。
食
事
の

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
自
分
達
で
や
り
遂

げ
、
ち
び
っ
子
達
は
と
て
も
満
足
そ
う
で

あ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
近
傍
の
県
立
浜
山
公
園
内

に
お
い
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

「
気
温
34
℃
の
真
夏
日
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
体
調
不
良
を
訴
え
た
ち
び
っ
子
が
い
た

も
の
の
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い
た
。

　

駐
屯
地
帰
隊
後
は
グ
ラ
ン
ド
に
て
、
テ
ン

ト
設
営
を
行
っ
た
。
指
導
に
あ
た
る
隊
員

達
も
、
こ
の
時
は
ち
び
っ
子
達
に
と
っ
て

の
「
先
生
」
で
あ
り
、「
先
生
〜
こ
こ
は
ど

う
す
る
ん
で
す
か
？
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
ま

ん
ざ
ら
で
も
な

い
表
情
を
浮
か

べ
て
い
た
。
夕

食
・
入
浴
を
済

ま
せ
後
小
豆
運

び
、
新
聞
ち
ぎ

り
の
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
各
班
の

懇
親
を
深
め
た
。

１
日
目
最
後
に

ち
び
っ
子
達
が

一
番
楽
し
み
に

し
て
い
た
怪
談

話
・
肝
試
し
に

な
る
と
、
表
情
も
こ
わ
ば
り
、
夜
の
静
か
な

駐
屯
地
に
ち
び
っ
子
達
の
叫
び
声
や
鳴
き
声

が
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

　

午
後
10
時
に
は
テ
ン
ト
の
明
か
り
は
消
さ

れ
就
寝
と
な
っ
た
が
、
テ
ン
ト
か
ら
は
い
つ

ま
で
も
楽
し
い
声
が
漏
れ
て
い
た
。

　

翌
日
は
午
前
６
時
に
起
床
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
実
施
し
た
後
、
朝
食
・
テ
ン
ト
を
撤
収
し
、

幌
を
外
し
た
大
型
車
両
の
体
験
試
乗
を
行
っ

た
。
ち
び
っ
子
達
は
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を

終
え
離
隊
準
備
を
し
、
親
の
迎
え
を
待
っ
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
終
始
元
気
い
っ
ぱ
い
に

キ
ャ
ン
プ
を
満
喫
し
、
次
回
も
是
非
参
加
し

た
い
と
話
し
つ
つ
、
駐
屯
地
を
後
に
し
て

い
っ
た
。

キッズサマーキャンプ2015 in IZUMO

夏休みちびっ子大会

参加者みんなで記念撮影 多くの隊員に見送られ駐屯地を後にする伊達２佐

西
旅
団
長
初
度
視
察

▲訓示を述べる旅団長

儀仗隊による栄誉礼

整備工場を視察する旅団長

旅団長要望事項

挑戦せよ！
徹底せよ！
団結せよ！

伊達司令離任
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永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

偵
察
隊

　

１
等
陸
尉　

上
岡　

明
雄

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市

祝 

定
年
退
官

業
務
隊

　

陸
曹
長　

河
村　
　

博

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
大
社
町

上岡１尉経歴

昭和55年 ３月 第15普通科連隊（善通寺）前期教育入隊
 ６月 第13偵察隊（出雲）後期教育隊
 ９月 　　　同
平成４年 ８月 第11偵察隊（真駒内）
平成11年 ３月 第13偵察隊（出雲）

　この間、斥候員、庶務係、斥候陸曹、訓練陸曹、運用訓練陸曹、小隊陸曹、斥
候班長、後方幹部、通信幹部、警備消防幹部を歴任されました。

河村曹長経歴
昭和55年 ６月 第112教育大隊（山口）前期教育入隊
 ９月 第１機甲教育隊（駒門）後期教育隊
 12月 第13偵察隊（出雲）
平成８年 ８月 出雲駐屯地業務隊（出雲）
平成10年 ３月 第２混成団本部中隊（善通寺）
平成15年 ３月 第13偵察隊（出雲）
平成20年 ８月 出雲駐屯地業務隊（出雲）
　この間、斥候員、レーダー手、無反動砲手、斥候陸曹、装輪車整備陸曹、装輪整備係小
隊陸曹、火器係陸曹、消防・警備陸曹、調理員、補給係、調達係の職務を歴任されました。

　

駐
屯
地
は
ひ
ら
た
100
㎞
徒
歩
の
旅
実
行
委
員

会
が
主
催
し
た「
ひ
ら
た
100
㎞
徒
歩
の
旅
支
援
」

に
対
し
８
月
19
日
か
ら
20
日
の
間
、
駐
屯
地
で

の
宿
泊
及
び
給
食
支
援
を
実
施
し
た
。

　

19
日
、
三
度
笠
を
か
ぶ
っ
た
子
供
た
ち
一
行

約
80
名
が
大
勢
の
支
援
者
に
支
え
ら
れ
駐
屯
地

に
元
気
な
姿
で
到
着
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
到
着
後
、
給
水
と
休
憩
の
の
ち
、

隊
員
食
堂
で
夕
食
を
摂
り
、
そ
の
後
、
隊
員
浴

場
で
入
浴
し
、
汗
を

洗
い
流
す
と
と
も
に

疲
れ
を
癒
し
て
い
た
。

　

翌
日
20
日
は
朝
５

時
に
起
床
し
、
出
発

準
備
を
整
え
６
時
に

は
元
気
よ
く
100
㎞
完

歩
す
る
こ
と
を
誓
い

な
が
ら
駐
屯
地
を
後

に
し
て
い
っ
た
。

　

駐
屯
地
（
司
令　

安
河
内
２
佐
）
は
８

月
30
日
、サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５（
駐

屯
地
開
放
行
事
）
を
開
催
し
た
。
当
日
は

夏
休
み
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
内
外

か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
３
０
０
０
人
の
来

場
者
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
は
、
出
雲
市
立
第
一

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
若
さ
溢
れ
る
音
楽
演

奏
で
幕
を
開
け
、
第
13
偵
察
隊
に
よ
る
、

技
術
・
妙
技
を
披
露
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
ド

リ
ル
へ
と
続
き
、
午
後
か
ら
は
第
13
戦
車

中
隊
（
日
本
原
）
か
ら
の
支
援
を
受
け
た

「
74
式
戦
車
」
及
び
第
８
普
通
科
連
隊
（
米

子
）
支
援
に
よ
る
、「
高
機
動
車
」
の
体

験
試
乗
が
行
わ
れ
、
行
事
終
了
ま
で
長
蛇

の
列
が
途
切
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
動

き
を
交
え
た

装
備
品
展
示

の
他
、
駐
屯

地
曹
友
会
に

よ
る
模
擬
売

店
や
第
13
偵

察
隊
及
び
第

304
施
設
隊
が

担
当
し
た

「
ち
び
っ
子

広
場
」
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

来
場
者
は
隊
員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ

て
、
出
雲
駐
屯
地
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
っ
た
。

県
内
外
か
ら
3000
人
で
大
い
に
賑
わ
う

元気良く駐屯地に到着

ひ
ら
た
100
㎞
徒
歩
の
旅
支
援

サマーフェスタ2015開催

華麗なオートバイドリルを披露 聴衆を魅了した出雲一中の吹奏楽部

大人気の戦車試乗
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島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持

田
佳
郎
）
は
５
月
30
日
、
出
雲

市
「
ラ
ピ
タ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
パ

レ
ス
」
で
、
平
成
27
年
度
定
期

総
会
を
実
施
し
た
。

　

藤
原
智
信
副
会
長
の
開
会
宣

言
、
国
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
に

黙
祷
、
会
長
挨
拶
、
隊
友
会
長

の
表
彰
伝
達
と
県
隊
友
会
長
の

表
彰
を
実
施
後
、
星
野
正
行　

出
雲
駐
屯
地
業
務
隊
長
の
来
賓

祝
辞
を
頂
き
、
26
年
度
事
業
報

告
・
同
収
支
決
算
及
び
27
年
度

事
業
計
画
・
同
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ン
モ
ス
化
の
出
雲

支
部
改
編
（
案
）
と
改
編
に
伴

う
県
規
約
の
一
部
改
正
等
に
つ

い
て
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

　

続
い
て
の
講
演
会
で
は
、
講

師
に
元
第
６
師
団
長
及
び
中
央

即
応
集
団
司
令
官
を
歴
任
さ
れ

た
、
日
高
政
広
氏
を
迎
え
、「
自

衛
隊
が
行
う
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
国
内
の
災
害

活
動
は
も
と
よ
り
、
南
ス
ー
ダ

ン
と
ソ
マ
リ
ア
沖
へ
の
国
連
平

和
活
動
等
に
貢
献
さ
れ
た
実
体

験
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
、

ま
さ
し
く
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
を
主
体

に
終
始
熱
心
に
話
さ
れ
、
聴
衆

は
大
き
な
感
銘
を
受
け
、
な
か

ん
づ
く
我
が
国
領
土
の
平
和
と

安
全
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
会
場
を
異
に
し
て

懇
親
会
に
移
り
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
秘
書
、
県
知
事
代
理
、

県
議
会
議
員
、
市
長
代
理
、
市

議
会
議
員
、
島
根
地
方
協
力
本

部
長
、
Ｊ
Ａ
島
根
出
雲
地
区
本

部
長
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
保
の
特

別
会
員
等
の
出
席
を
頂
き
、
来

賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
、
そ
し
て

祝
電
披
露
の
後
、
坂
本
康
之
自

衛
隊
父
兄
会
会
長
の
力
強
い
乾

杯
の
発
声
で
宴
に
入
り
、
各
界

と
の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、

時
間
を
惜
し
ん
で
の
意
義
あ
る

懇
親
会
を
伊
達
俊
之
出
雲
駐
屯

地
司
令
（
当
時
）
の
「
万
歳
三

唱
」
を
以
っ
て
閉
会
し
た
。

　

島
根
県
隊
友
会
は
、
６
月
８

日
会
勢
拡
大
施
策
に
指
定
さ
れ

て
い
る
出
雲
駐
屯
地
に
お
い
て
、

駐
屯
地
援
護
セ
ン
タ
ー
の
要
請

を
受
け
、
持
田
会
長
と
金
子
会

員
が
講
話
を
実
施
し
た
。

　

持
田
会
長
は
、
公
益
社
団
法

人
隊
友
会
の
あ
ゆ
み
、
会
の
目

的
・
組
織
及
び
事
業
活
動
等
に

つ
い
て
説
明
、
続
い
て
再
就
職

に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
と
し
て
、

先
ず
人
間
関
係
の
重
要
性
と
健

康
管
理
を
怠
っ
た
場
合
の
デ
メ

リ
ッ
ト
、
財
産
管
理
の
あ
り
方

を
熱
心
に
講
話
し
た
。

　

次
に
金
子
事
務
局
長
は
、
職

場
に
惚
れ
、
人
に
惚
れ
る
こ
と
、

あ
く
ま
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
協

調
・
信
頼
性
の
大
切
さ
に
つ
い

て
経
験
談
を
踏
ま
え
て
、
具
体

例
等
を
紹
介
し
た
。

　

同
時
に
可
能
な
限
り
各
種
資

格
免
許
の
取
得
と
趣
味
を
持
つ

こ
と
の
意
義
を
述
べ
、
退
職
予

定
者
か
ら
「
貴
重
な
話
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
」
旨
の
所
感
を

得
て
、
実
効
性
を
期
待
し
終
了

し
た
。

　

島
根
県
隊
友
会
は
、
６
月
28

日
、
出
雲
市
大
社
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
持
田
会
長

以
下
18
名
が
親
睦
を
目
的
に
第

２
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
し

た
。

　

当
日
は
、
曇
り
空
の
ゴ
ル
フ

日
和
の
な
か
、
技
量
も
そ
こ
そ

こ
の
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
披
露

す
る
も
、
時
に
は
バ
ン
カ
ー
・

Ｏ
Ｂ
等
も
あ
り
、
成
績
は
大
方

の
予
想
通
り
で
あ
っ
た
と
思
考

す
る
。

　

な
お
、
先
般
は
、
我
が
国
の

海
の
牙
城
、護
衛
艦
「
い
ず
も
」

の
寄
港
も
あ
り
、
艦
内
神
社
に

は
、
出
雲
大
社
の
神
を
祭
っ
て

あ
る
こ
と
か
ら
大
社
カ
ン
ト

リ
ー
を
選
定
し
た
。

　

話
題
は
、護
衛
艦
「
い
ず
も
」

の
巨
大
さ
に
異
口
同
音
で
あ
っ

た
。

隊
友
会
活
動

事
務
局
長　

築
森
寛
喜

定
期
総
会

事
務
局
次
長　

金
子
光
治

退
職
予
定
隊
員
に

　
　

  

対
す
る
講
話

平
田
支
部
長　

田
中
秋
美

現
職
隊
員
と
の

　
　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 退職予定隊員に講話する隊友会長

あいさつをする隊友会長

講演する日高政広氏


